
2024世界トライアスロン横浜大会
いよいよ開催！
【５月11日（土）、12日（日）開催】

2 0 2 4 年 ５ 月 １ 日
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大会概要
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2009年の第１回大会から数え、今回で14回目の開催！

大会名称：ワールドトライアスロン・パラトライアスロンシリーズ横浜大会
（世界トライアスロン横浜大会）

開催場所：山下公園周辺特設会場
主 催：世界トライアスロン横浜大会組織委員会

トップアスリート部門
（エリート）
パラトライアスロン

5月11日(土)
横浜はアジアで唯一のパラトライアスロンシリーズ開催国。パ
リ2024パラリンピックの選考レースとなるため、注目の
レースとなります。

39か国
200名

トップアスリート部門
（エリート）
エリート女子・男子

5月11日(土)
パリ2024オリンピックへ向けたポイントレースとなっており、
世界のトップアスリートが横浜に集まり、例年にも増して熱い
戦いが繰り広げられます。

一般参加者部門（エイジ）
グループ

5月12日(日)

国内最大級の一般参加者部門（エイジ）の大会で、10代から
80代まで、幅広い世代の選手が国内外から参加します。横浜
の魅力が詰まった、山下公園周辺を中心とした水際線のコー
ス。

1,600名



パリ2024オリンピック・パラリンピックの

出場ポイントをかけた重要な一戦

東京2020オリンピック・パラリンピック

金メダリストが複数エントリー

39の国と地域から２００名の選手が参加

（昨年大会：32の国と地域から190名参加）
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１ 大会の見どころ
～トップアスリート部門（エリート）【５月11日】
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１ 大会の見どころ
～トップアスリート部門（エリート）【５月11日】
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観戦ポイント

横浜赤レンガ倉庫

1号館と2号館をバイク
が駆ける姿は必見！

日本郵船氷川丸

山下公園前を
泳ぐのは本大会のみ！

山下公園通り

ホテルニューグランド前の
山下公園通りでは多くの
観戦者の大声援がこだま
する！

フィニッシュシュート

最後の直線100m
ブルーカーペットの上を選手
がラストスパートで駆け抜ける!
フィニッシュしてくる選手と
ハイタッチも！
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○赤レンガ倉庫の２棟間を通るコースを設定し、
横浜ならではのコースを満喫

〇象の鼻パーク内のコース変更により赤レンガ
倉庫から象の鼻パークへの歩行者動線を確保

延伸箇所

○山下公園通りのコースを延伸し
沿道応援によるにぎわい創出

コース変更により競技者及び観戦者が横浜の魅力を満喫

 10代から80代まで、約1,600名の幅広い世代が参加【国内最大級】
 世界トライアスロンハンブルク大会の知見を反映
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ハンブルク大会の知見を反映 POINT１

１ 大会の見どころ
～一般参加者部門（エイジ）【５月12日】



２ 大会の見どころ
～一般参加者部門（エイジ）【５月12日】

○山下ふ頭内のバイクコース変更により
コーナーを減らし安全性を向上 5

コース変更により競技者の安全性を向上

ハンブルク大会の知見を反映 POINT２



２ 大会の見どころ
～一般参加者部門（エイジ）【５月12日】
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ハンブルク大会の知見を反映 POINT３

参加選手へのホスピタリティを充実

○競技前後の選手・家族・仲間たちの
憩いの場として設置

①山下公園内に「エネルギーチャージ＆
リカバリービレッジ」を新たに設置

②協賛パートナーぴあと連携し、市民参加型ス
ポーツイベントで、日本初の 「スポーツホスピ
タリティ」を導入

〇山下公園内「ザ・ワーフハウス」を、
VIP用ラウンジとして提供



大会の様々な場面で子どもたちが活躍する場を提供
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活動日 No 活動名 活動場面 対象 人数

5/11
（土）

１ こどもスポーツ記者 トップアスリートパラ・女子レース撮影・取材 ５-６年生 計10名

２ ハイタッチキッズ トップアスリート女子・男子スタートセレモニー ３-６年生
各10名

（計20名）

３ エイドキッズ トップアスリート女子・男子フィニッシュエイド ５-６年生
各5名

（計10名）

４ エスコートキッズ トップアスリート女子・男子メダルセレモニー（表彰式） ３-６年生
各4名

（計8名）

５ ブーケキッズ トップアスリートパラメダルセレモニー（表彰式） ３-６年生 計9名

６ キッズ応援団 トップアスリート女子・男子レースフィニッシュ １-６年生
各20名

（計40名）

5/12
（日）

７ フィニッシュキッズ 一般参加者部門レースフィニッシュテープ ５-６年生
各10名

(計30名)

新規

※昨年度の様子

１ ２ ３ ４ ５ ６

２ 子どもの参加・活躍の場

「キッズプログラム」の実施
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２ 子どもの参加・活躍の場

ボランティア・選手との交流

横浜市内の小中高生が、ボランティア参加を通じて海外選手等と交流できる場を設定

（今大会では、５校、約３５名の子どもたちが参加予定）

〇５月９日（ローズホテル）
トップアスリート夕食会場での日本文化交流

〇５月11日（山下公園）
トップアスリートエイドステーションでの
交流▶金沢中学校、寺尾中学校、港南中学校

横浜商業高等学校 ▶本牧小学校

※昨年度の様子
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〇北方小学校（中区）で、日本パラトライアスロン
代表選手と小学生の交流事業を実施

・日 時 ５月８日（水）13:10-14:10
・場 所 横浜市立北方小学校（中区諏訪町29）
・参加者 宇田 秀生（うだ ひでき） 選手

佐藤 圭一 （さとう けいいち）選手
北方小学校６年生 105名

２ 子どもの参加・活躍の場

【参考】2023大会英国チームとの交流

ボランティア・選手との交流



会場（象の鼻パーク）エリアを拡大し、にぎわいを創出

子どもが参加できる民間イベントとの連携など、コンテンツをさらに充実し、
子ども、家族連れも楽しむことができるイベント
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３ にぎわいの創出

【今回の特徴】

ハマトラFES

(1)日時 ５月11日（土）、12日（日）
(2)場所 象の鼻パーク
(3)コンテンツ ①キッズエリア【拡大エリア】

②ステージイベント
③ブース出展（食、スポーツ、SDGs、

GREEN×EXPO2027等）

３

2

1

拡大エリア
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〇ストライダーエンジョイカップ World 
Triathlon YOKOHAMAステージ

３ にぎわいの創出

ハマトラFES

横浜を本拠地とするトップスポーツ
チームにご協力いただき、子どもたち
を中心に楽しめるコンテンツを提供A 
FC

〇スポーツ体験コンテンツ

バスケタイプのふわふわ遊具
横浜ビー・コルセアーズ

ふわふわのキックターゲット
横浜ＦＣ

キッズ向けの主なコンテンツ

ストライダーレース

横浜大会の雰囲気を感じながら
ランニングバイクを楽しめる場を提供。

©B-CORSAIRS

ⓒYOKOHAMA FC 

新規

新規
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大会初日の夜に、「スパークリングトワイライト」を開催
大さん橋で５分間の花火を打ち上げ、大会参加者等に
夜の横浜を楽しんでいただき、さらなるにぎわいを創出します。

３ にぎわいの創出

スパークリングトワイライト【5月11日 20時～5分間】
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４ 環境・SDGs・チャリティの取組

〇環境協力金によるブルーカーボンオフセット
大会やハマトラFESへの参加料金に環境協力金を上乗せし
岩手県洋野町からブルーカーボンクレジットを購入
※大会参加者200円、ハマトラFES出展者500円

〇リサイクルに関する取組
・ペットボトル水平リサイクルの試行
協賛パートナー コカ・コーラボトラーズジャパンと連携し、

大会で発生したペットボトルを回収・ペットボトルへと再生。
また、使用後の適切なペットボトル分別について、POPを用

意して啓発を行います。
・スポーツウエアリサイクル

協賛パートナー アシックスと連携し、使わなくなった
スポーツウエアを回収し、リサイクルします。

〇能登半島地震支援募金の実施

新規
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５ ワールドトライアスロン理事会

今大会にあわせて、国際競技連盟である「ワールドトライアスロン」の理事会が、

横浜で開催されます。

〇これまでの開催実績と、2025年以降5か年の中期的な横浜大会の発展などを考慮
し、ワールドトライアスロン理事会を誘致し、開催が実現しました。

〇ワールドトライアスロンの会長、副会長、理事ら20名以上が、横浜を訪れ、理事会に

参加する予定です。

「トライアスロン・パラトライアスロンの街 横浜」 の存在感を高めていきます。

■日時・場所 ５月１０日（金）9:00-17:00 横浜市庁舎 31階レセプションルーム

５月１２日（日）9:00-17:00 ホテルニューグランド

※理事会自体は非公開となります。



「トライアスロン・パラトライアスロンの街 横浜」
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〇2009年の第1回大会から数え、14回目の開催
〇今後もトライアスロン・パラトライアスロンを通じて、横浜の魅力を発信


